
稲門英語会 イ2025−2026年 活動報告

1



稲門英語会 活動内容

Ⅰ. WESS支援

Ⅱ. 会員同士の交流促進

Ⅲ. 会の基盤づくり

Ⅳ. 他大学との交流
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稲門英語会 活動内容 Ⅰ. ＷＥＳＳ支援

Ⅰ. WESS支援

①補助金 年間８０万円程度（会費より支払い）

②活動向け寄付年間５０-７０万円程度（OBG各自より）

③全体・セクション活動支援（見学、対話・アドバイス＝壁打ち相手）
ーWESS活動停止対応
ーコンテスト観戦、運営支援、公式LINEで活動紹介（Drama）
担当；Deb白井、塚越、 SP渡部、中田、 Dra戸頃、永井

④卒業生謝恩会（お祝いと稲門英語会加入PR）
       担当；渡部、戸頃、原
⑤新五役＋新セクションチーフ顔合わせ会

   （交流と学生への要望事項）
担当；原、永井
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稲門英語会 活動内容 Ⅰ－③WESS支援

３度目の活動停止(6/29～7/28）を受けて現在再開

１）活動停止；
  HM内未成年飲酒が発生しWESS内調査を経て、同HM及び対象者の活動停止処分実施
共に学生課へ報告し1ヶ月の活動停止の処分受ける。（ ‘２６年６月２９日～７月２８日）

２）処分開始直前に稲門英語会宛連絡受け、栃尾幹事長が、WESSの鶴山幹事長と面談重ね、
五役・３年会の受け止め方、今後の対策につき意見交換

３）五役中心に、ゼロから再発撲滅策につき討議。規程運用見直しや会員内浸透活動実施。

４）7月29日より活動再開。
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５）原因と対策についてのまとめを作成、稲門英語会にも共有されHP等にて掲載した。

６）原因：ⅰ活動理念や目指す存在意義の理解の薄さ ⅱ当事者意識不十分
ⅲ停止が及ぼす影響の理解不足

７）再発防止策；
ⅰ理念・活動意義の明文化と浸透
ⅱ活動停止が及ぼす影響の徹底浸透と処分基準の明確化
ⅲ当事者意識醸成取り組み
ⅳ規程（退会処分）の厳格化と研修
ⅴ継承の為の取り組み（引き継ぎ資料明文化）

OBGスタンス
・学生が自立的に“4度目は絶対起こさない集団となる”為に、毎年人が入れ替わる学生サークルの特性も
踏まえ、取り組みを継承していけるか、時に聞き役になり、時に意見しながら、行方を見守ってゆく
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稲門英語会 活動内容 Ⅰ－③WESS支援



稲門英語会 活動内容 Ⅱ. 会員同士の交流促進

Ⅱ. 会員同士の交流促進

①常任幹事会(*1)、総会・懇親会(*2)の企画・運営
担当；＊１渡部、戸頃、永井、＊２北迫、塚越、金子

②稲門英語会ゴルフ会開催；担当；伊東

③オンライン朝会、読書会等第３の新企画（別紙）
担当；白井、永井

*1 常任幹事会；
各代のとりまとめ役、情報発信役及び会運営の提案、意見等
*2 総会・懇親会；
年一回会員集合し重要議案の決議と活動報告を行い会員の懇親促進する
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第５３回；開催日；2025年12月2日、
場所；本厚木カンツリークラブ、参加者；１６名第５４回；開催日；2026年5月13日

場所；本厚木カンツリークラブ、参加者；１０名



新企画 オンライン朝会
（9月より開始）

目的：気軽に稲門英語会の仲間との交流を促進
内容：毎回会員の中からゲストをお招きし、

キャリア・ビジネスに関する話を聞き、
お互いを知り、学ぶ機会とする。

実施方法：オンライン（zoomでのご案内）
参加方法：公式LINE、FacebookにてURLご連絡

ご不明な点は白井(03卒)、永井(16卒)まで

別紙 ；Ⅱ.会員同士交流会
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稲門英語会 活動内容 Ⅲ. 会の基盤づくり

１．バーチャル事務局へのチャレンジと効率運営
担当；谷口、栃尾

２．広報・コミュニケーション・ 情報発信強化 担当；塚越 / 中田（アーカイブ）
ⅰ）WESS現役のMonthly活動レポートなど、発信内容の強化による
会員数獲得努力（2028年３５０人レベルを回復する）：

      （WESSマンスリーレポート、会費・寄付タイムリーな依頼発信）
ⅱ）ホームページ ：

2026年3月WESSアーカイブ再活性プロジェクト実施（別紙）
ⅲ）Facebook ：メンバー 670人
ⅳ）公式LINE ：友だち数 201人（前年差＋48人）
 2025年10月 「新規登録で四大チケットが当たるキャンペーン」実施
   主なコミュニケーション手段とすべく、新規登録の働き掛けを継続
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別紙 ； アーカイブ再活性プロジェクト



立英会(立教OBG会）

・面談日；2026年8月29日15時～17時
・場所；高田馬場貸し会議室
・参加者；立英会；津田さん、柴田さん

武田さん、中西さん
稲門英語会；栃尾、谷口

・テーマ；
①年度計画進捗
②会運営の課題と打ち手
③学生支援、コミュニケーション
④4大資金運営の今後

四大学英語劇連名委員会とOBG会面談

・面談日；2026年3月14日(土)20時～22時
・参加者；
早稲田、慶應、立教、一橋・津田各大プレ
及び四大執行部、委員（早稲田OB，
慶應OB,立教OB）

・場所；新宿貸し会議室
・テーマ；四大運営に関して（資金、著作権等)

Ⅳ.稲門英語会活動内容 他大学との交流
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